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 ６月４日（火）から７日（金）にかけて、２年生が修学旅行に行ってきました。国内コース（東京
方面）は、東京ディズニーリゾートを満喫したほか、理工・歴史文化・国際社会・ビジネスの４コー
スに分かれてのコース別研修、都内の班別自主研修、そして横浜での散策など意義ある４日間を過ご
しました。友人との親睦を深めるとともに、各自の興味・関心に応じた研修や首都圏ならではの文
化・芸術等を体験することができ、貴重な経験となりました。 
 海外コース（シンガポール）は、現地の大学生との班別市内研修、セントーサ島での自主研修、企
業見学（ＴＯＴＯシンガポール支社）、現地の学校との交流やショートホームステイ（希望者）など
盛りだくさんの内容で、多様な人々が共存するシンガポールならではの異文化体験ができました。 

○シンガポール最大の祝日というタ
イミングでホームステイに行かせて
いただくことができ、伝統的な手作
りお菓子や料理を味わいました。と
ても美味しかったです。学校交流で
は、現地の学生と一緒に出し物の披
露やゲームをし、仲好くなることが
できました。日本についてとても興
味を持ってくれていて、会話をする
のが楽しかったです。とても濃く、
充実した３日間になりました！ 

○２日目のコース別研修で行った鎌倉が印象に残 
っています。有名な鎌倉の大仏は生で見ると迫力
があり、圧倒されました。午後の自由行動では友
達と一緒に小町通りを散策しました。おいしい海
鮮丼を食べたり、写真を撮ったり、お寺巡りをし
たりと、とても楽しく有意義な時間を過ごせまし
た。 
 
○私たちビジネス科は、コース別研修で、東証ア
ローズや羽田クロノゲートに行きました。実際に
見たのは初めてだったので、とても新鮮でした。
また、羽田クロノゲートでは、物流の仕組みがよ
く分かり、貴重な体験になりました。 
 
○班別自主研修では、東京を誰の助けもなく、地
下鉄・ＪＲを利用しての移動だったので、とても
不安でしたが、調べながら移動することが出来、
とても良い経験ができて良かったです。 

○私がシンガポールに行って一番良かったと感じた
のはホームステイをしたことです。異文化を体験し
日本と大きく違うことに気づかされました。伝えた
いことがなかなか英語で言えなかったり、聞き取る
ことが出来ず、悔しいと感じたので、もっと英語の
勉強を頑張りたいと思います。 



行事予定 

７月  １日(月)～５日(金) 期末考査 
 ５日(金) 社会貢献活動① 
 ６日(土) 進研記述 普①②③ 
 ７日(日) 進研記述 普③ 
１０日(水) 自殺予防教室①② 
１１日(木)   クリーンデイ 
１４日(日) 全商ビジネスコミュニケーション検定 

        全経簿記検定 
１５日(月) 海の日 

１７日(水) 全校漢字テスト 
１８日(木) ＳＣ来校日 
１９日(金) 終業式 
２２日(月) 夏期補習(～３１日) 普 
                    乳幼児ふれあい体験学習 ビ③ 
       小論文講演会 普②③ 
２３日(火) 夢現プロジェクト校外学習１日目 普① 

２３日(火)～３１日(水）三者懇談 
２６日(金) 夢現プロジェクト校外学習２日目 普① 

６月２０日（木）に球技大会が行われました。当日
は天気にも恵まれ、バレーボールで気持ちよく汗を
流し、クラスメイトとの親睦を深めることができま
した。味方同士励まし合い、チーム一丸となってプ
レーする姿は見ていて清々しいものでした。午後か
らは決勝トーナメントが行われ、白熱した戦いが繰
り広げられました。体育委員や保健委員、生徒会執
行部の生徒が中心となって、準備や当日の運営にあ
たってくれました。 

※表記 ①：１年生 ②：２年生 ③：３年生 
    ＳＣ：スクールカウンセラー 普：普通科のみ ビ：ビジネス科のみ 

６月２日、吹奏楽部の定期演奏会が勝
山文化センター・ポンテホールで開催
されました。迫力のパフォーマンスに
会場は大盛り上がりでした。３年生の
コメントを紹介します。 
 
○今年も約４００名と多くのお客様に
お越しいただき、私達の集大成となる
演奏をお届けすることができました。
色々な事を乗り越えて、最後に大好き
なみんなと演奏できたこと、お客様か
らの沢山の拍手、温かい言葉は私たち
にとっての一生の宝物です。 

（３年 山本果乃） 

球技大会 優勝チーム 
１年 男子１３ＨＲ Ａ  女子１１ＨＲ Ａ 
    総合１１ＨＲ 
 

２年 男子２３ＨＲ Ａ  女子２１ＨＲ Ａ              
    総合２４ＨＲ 
 

３年 男子３１ＨＲ Ｂ  女子３３ＨＲ Ｃ 
    総合３２ＨＲ 


